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(57)【要約】
【課題】クーラーボックスから取り出した物を当該クー 
ラーボックスの側部に収容できるようにする。
【解決手段】クーラーボックス１０は、箱状に形成され 
たクーラーボックス本体１２と、拡張式収容部１４と、 
を備えている。拡張式収容部１４は、クーラーボックス 
本体１２の側部と水平方向に対向して配置された側面部 
２０と、側面部２０とクーラーボックス本体とを接続す 
る接続面部２２と、を有している。側面部２０がクーラ 
ーボックス本体１２に沿って配置されている状態では接 
続面部２２が側面部２０とクーラーボックス本体１２と 
の間に格納される。側面部２０をクーラーボックス本体 
１２とは反対側へ移動させることで側面部２０、接続面 
部２２及びクーラーボックス本体１２の間に上方側が開 
放された収容空間２４が形成される。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 箱 状 に 形 成 さ れ た ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と 、
　 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 の 側 部 と 水 平 方 向 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 側 面 部 と 、 前 記 側 面  
部 と 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と を 接 続 す る 接 続 面 部 と 、 を 有 し 、 前 記 側 面 部 が 前 記 ク ー  
ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 状 態 で は 前 記 接 続 面 部 が 前 記 側 面 部 と 前 記 ク ー  
ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と の 間 に 格 納 さ れ 、 前 記 側 面 部 を 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と は 反 対 側  
へ 移 動 さ せ る こ と で 前 記 側 面 部 、 前 記 接 続 面 部 及 び 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 の 間 に 上 方  
側 が 開 放 さ れ た 収 容 空 間 が 形 成 さ れ る 拡 張 式 収 容 部 と 、
　 を 備 え た ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 収 容 空 間 の 内 部 に お い て 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と 前 記 側 面 部 と を 接 続 す る と 共  
に 、 前 記 収 容 空 間 を 複 数 の 収 容 空 間 に 分 け る 仕 切 り 板 を さ ら に 備 え た 請 求 項 １ に 記 載 の ク  
ー ラ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 接 続 面 部 は 、 前 記 収 容 空 間 の 底 面 を 構 成 す る 底 面 部 を 備 え て お り 、
　 前 記 底 面 部 が 網 状 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 仕 切 り 板 の 上 縁 が 、 前 記 側 面 部 の 上 縁 よ り も 下 方 側 に 位 置 し て い る 請 求 項 ２ に 記 載  
の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 釣 り 道 具 等 を 入 れ る こ と が で き る ト レ イ を 効 率 よ く 収 納 す る こ と  
を 実 現 し た ク ー ラ ー ボ ッ ク ス が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 文 献 に 記 載 さ れ た ク ー ラ ー ボ ッ ク ス  
の 側 部 に は 、 ポ ケ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。 こ の ポ ケ ッ ト に は 、 エ ア ポ ン プ を 収 容 す る こ と  
が 可 能 と な っ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ２ ０ ８ ９ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 飲 料 等 を ク ー ラ ー ボ ッ ク ス か ら 取 り 出 し た 後 に お い て は 、 こ の 飲 料 等 を ク ー  
ラ ー ボ ッ ク ス の 外 側 の ポ ケ ッ ト 等 に 収 容 で き る よ う に す る こ と が 望 ま れ る 場 合 が 考 え ら れ  
る が 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た ク ー ラ ー ボ ッ ク ス は こ の 点 を 考 慮 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス か ら 取 り 出 し た 物 を 当 該 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス の 側 部  
に 収 容 で き る よ う に す る こ と を 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス は 、 箱 状 に 形 成 さ れ た ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と 、 前 記 ク  
ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 の 側 部 と 水 平 方 向 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 側 面 部 と 、 前 記 側 面 部 と 前 記  
ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と を 接 続 す る 接 続 面 部 と 、 を 有 し 、 前 記 側 面 部 が 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ  
ク ス 本 体 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 状 態 で は 前 記 接 続 面 部 が 前 記 側 面 部 と 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ  
ク ス 本 体 と の 間 に 格 納 さ れ 、 前 記 側 面 部 を 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と は 反 対 側 へ 移 動 さ  
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せ る こ と で 前 記 側 面 部 、 前 記 接 続 面 部 及 び 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 の 間 に 上 方 側 が 開 放  
さ れ た 収 容 空 間 が 形 成 さ れ る 拡 張 式 収 容 部 と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス は 、 拡 張 式 収 容 部 を 備 え て い る 。 こ の 拡 張 式 収 容 部 は 、  
側 面 部 を ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と は 反 対 側 へ 移 動 さ せ る こ と で 使 用 可 能 と な る 。 側 面 部 を  
ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と は 反 対 側 へ 移 動 さ せ る と 、 側 面 部 、 接 続 面 部 及 び ク ー ラ ー ボ ッ ク  
ス 本 体 の 間 に 上 方 側 が 開 放 さ れ た 収 容 空 間 が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス  
（ ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 ） か ら 取 り 出 し た 物 を 拡 張 式 収 容 部 の 収 容 空 間 に 収 容 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ２ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス は 、 第 １ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に お い て 、 前 記 収 容  
空 間 の 内 部 に お い て 前 記 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 と 前 記 側 面 部 と を 接 続 す る と 共 に 、 前 記 収  
容 空 間 を 複 数 の 収 容 空 間 に 分 け る 仕 切 り 板 を さ ら に 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に よ れ ば 、 拡 張 式 収 容 部 の 収 容 空 間 を 仕 切 り 板 に よ っ て  
分 け る こ と が で き る 。 ま た 、 仕 切 り 板 が 、 収 容 空 間 の 内 部 に お い て ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体  
と 側 面 部 と を 接 続 し て い る こ と に よ り 、 拡 張 式 収 容 部 の 形 状 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス は 、 第 １ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に お い て 、 前 記 接 続  
面 部 は 、 前 記 収 容 空 間 の 底 面 を 構 成 す る 底 面 部 を 備 え て お り 、 前 記 底 面 部 が 網 状 に 形 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ３ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に よ れ ば 、 拡 張 式 収 容 部 の 収 容 空 間 の 底 面 を 構 成 す る 底  
面 部 が 網 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 水 滴 が 付 着 し た 物 を 拡 張 式 収 容 部 の 収 容 空 間  
に 収 容 し た 際 に 、 当 該 水 滴 が 底 面 部 に 溜 ま る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ４ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス は 、 第 ２ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に お い て 、 前 記 仕 切  
り 板 の 上 縁 が 、 前 記 側 面 部 の 上 縁 よ り も 下 方 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ４ の 態 様 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に よ れ ば 、 仕 切 り 板 の 上 縁 が 、 側 面 部 の 上 縁 よ り も 下 方  
側 に 位 置 し て い る 。 こ れ に よ り 、 拡 張 式 収 容 部 の 収 容 空 間 内 に 物 を 収 容 す る 際 に 、 当 該 物  
が 仕 切 り 板 の 上 縁 に 接 触 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る ク ー ラ ー ボ ッ ク ス に よ れ ば 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス か ら 取 り 出 し た 物 を ク ー ラ  
ー ボ ッ ク ス の 側 部 に 収 容 す る こ と が で き る 、 と い う 優 れ た 効 果 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 拡 張 式 収 容 部 が 展 開 し て い る 状 態 を 示 し  
て い る 。
【 図 ３ 】 拡 張 式 収 容 部 を 斜 め 上 方 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 拡 張 式 収 容 部 の 展 開 初 期 の 状  
態 を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 拡 張 式 収 容 部 を 斜 め 上 方 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 拡 張 式 収 容 部 が 図 ３ に 示 さ れ  
た 状 態 よ り も 展 開 さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 拡 張 式 収 容 部 を 斜 め 上 方 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 拡 張 式 収 容 部 が 図 ４ に 示 さ れ  
た 状 態 よ り も 展 開 さ れ た 状 態 か つ 仕 切 り 板 が セ ッ ト さ れ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 さ れ た 状 態 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス を 水 平 方 向 か ら 見 た 側 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 図 １ ～ 図 ６ を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ に つ い て 説 明 す る  
。 な お 、 図 中 に お け る 矢 印 Ｕ Ｐ は 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ の 上 方 側 を 示 す も の と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ は 、 ク ー ラ ー ボ ッ  
ク ス 本 体 １ ２ と 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に 設 け ら れ た 拡 張 式 収 容 部 １ ４  
と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ は 、 箱 状 （ 直 方 体 状 ） に 形 成 さ れ て い る 。 こ の ク ー ラ ー ボ ッ  
ク ス １ ０ の 上 部 は 、 開 閉 可 能 な 蓋 部 分 １ ６ と な っ て い る 。 そ し て 、 蓋 部 分 １ ６ を 開 閉 す る  
こ と で 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 内 部 に 飲 料 等 を 入 れ る 、 或 い は 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス  
本 体 １ ２ の 内 部 に 入 っ て い る 飲 料 等 を 取 り 出 す こ と が 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 ク ー ラ ー  
ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 上 部 に は 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ の 使 用 者 に よ っ て 把 持 さ れ る 把 持 部  
１ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 拡 張 式 収 容 部 １ ４ は 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ か ら 取 り 出 し た 物 を 収 容 す る こ と が で  
き る 部 分 で あ る 。 拡 張 式 収 容 部 １ ４ は 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に 格 納 さ  
れ て い る 状 態 （ 図 １ に 示 さ れ た 状 態 ） か ら ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ と は 反 対 側 へ 引 き 出  
す こ と で 使 用 可 能 と な る 。 な お 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ が 引 き 出 さ れ る 方 向 を 「 引 出 方 向 」 と  
呼 び 、 矢 印 Ａ で 示 す こ と に す る 。 ま た 、 引 出 方 向 は 、 水 平 方 向 の 一 方 向 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ は 、 引 出 方 向 か ら 見 た  
形 状 が ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ と 対 応 す る 矩 形 状 と な っ て い る 側 面 部 ２ ０  
を 備 え て い る 。 ま た 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ は 、 側 面 部 ２ ０ と ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ と を  
接 続 す る 接 続 面 部 ２ ２ を 備 え て い る 。 さ ら に 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ は 、 当 該 拡 張 式 収 容 部 １  
４ の 内 部 の 空 間 で あ る 収 容 空 間 ２ ４ を 分 け る 仕 切 り 板 ２ ６ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 側 面 部 ２ ０ は 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ と 引 出 方 向 に 対 向 し て 配 置 さ れ  
て い る 。 側 面 部 ２ ０ の 上 部 と ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ と の 間 に は 、 図 １ に  
お い て 二 点 鎖 線 で 示 さ れ た チ ャ ッ ク ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 側 面 部 ２ ０ の 水 平 方 向  
の 両 端 部 及 び 下 部 と ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ と の 間 に は 、 図 １ に お い て 二  
点 鎖 線 で 示 さ れ た 面 フ ァ ス ナ ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 チ ャ ッ ク ２ ８ が 閉 じ ら れ る  
と 共 に 、 面 フ ァ ス ナ ３ ０ に よ っ て 側 面 部 ２ ０ の 水 平 方 向 の 両 端 部 及 び 下 部 が ク ー ラ ー ボ ッ  
ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に 係 止 さ れ る こ と で 、 側 面 部 ２ ０ が ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２  
の 側 部 １ ２ Ａ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 状 態 が 保 た れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 側 面 部 ２  
０ が ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 状 態 の 当 該 側 面 部 ２  
０ の 位 置 を 格 納 位 置 Ａ １ と 呼 ぶ こ と に す る 。 側 面 部 ２ ０ が 格 納 位 置 Ａ １ に 配 置 さ れ て い る  
状 態 で は 、 後 述 す る 接 続 面 部 ２ ２ 及 び 仕 切 り 板 ２ ６ が 畳 ま れ た 状 態 で 、 側 面 部 ２ ０ と ク ー  
ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ と の 間 に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ～ 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 チ ャ ッ ク ２ ８ が 開 け ら れ る と 共 に 側 面 部 ２ ０ の 水  
平 方 向 の 両 端 部 及 び 下 部 が ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ か ら 離 脱 さ れ る こ と で  
、 側 面 部 ２ ０ を ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に 対 し て 引 出 方 向 に 移 動 さ せ る こ  
と が 可 能 と な っ て い る 。 な お 、 側 面 部 ２ ０ が ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に 対  
し て 引 出 方 向 に 最 も 移 動 し て い る 状 態 の 当 該 側 面 部 ２ ０ の 位 置 を 最 大 展 開 位 置 Ａ ２ と 呼 ぶ  
こ と に す る 。 側 面 部 ２ ０ が 最 大 展 開 位 置 Ａ ２ に 配 置 さ れ て い る 状 態 で は 、 側 面 部 ２ ０ 、 接  
続 面 部 ２ ２ 及 び ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ の 間 に 上 方 側 が 開 放 さ れ た 収 容 空  
間 ２ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 接 続 面 部 ２ ２ は 、 後 述 す る 網 状 部 ２ ２ Ａ 及 び 非 網 状 部 ２ ２ Ｂ に 対 応 す る シ ー ト 状 の 素 材  
を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 接 続 面 部 ２ ２ は 、 収 容 空 間 ２ ４ の 底 面 を 構 成 す る 底 面 部 ３  
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２ を 備 え て い る 。 ま た 、 接 続 面 部 ２ ２ は 、 側 面 部 ２ ０ 及 び ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側  
部 １ ２ Ａ と 共 に 収 容 空 間 ２ ４ の 側 面 を 構 成 す る 一 対 の 第 ２ 側 面 部 ３ ４ を 備 え て い る 。 底 面  
部 ３ ２ の 大 部 分 及 び 一 対 の 第 ２ 側 面 部 ３ ４ の 大 部 分 は 、 水 滴 や 空 気 が 通 過 可 能 な 網 状 に 形  
成 さ れ て い る 。 な お 、 底 面 部 ３ ２ 及 び 一 対 の 第 ２ 側 面 部 ３ ４ に お い て 網 状 に 形 成 さ れ て い  
る 部 分 を 網 状 部 ２ ２ Ａ と 呼 ぶ こ と に す る 。 ま た 、 底 面 部 ３ ２ と 一 方 の 第 ２ 側 面 部 ３ ４ と の  
境 目 部 分 は 、 網 状 に は 形 成 さ れ て い な い 非 網 状 部 ２ ２ Ｂ と な っ て い る 。 こ の 非 網 状 部 ２ ２  
Ｂ は 、 網 状 部 ２ ２ Ａ よ り も 引 き 裂 き 強 度 が 高 く な っ て い る 。 ま た 、 底 面 部 ３ ２ と 他 方 の 第  
２ 側 面 部 ３ ４ と の 境 目 部 分 も 非 網 状 部 ２ ２ Ｂ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 仕 切 り 板 ２ ６ は 、 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 一 方 側 の 端 部 ２  
６ Ａ は 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に お け る 水 平 方 向 の 中 央 部 に 縫 製 や 接 着  
等 に よ り 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 仕 切 り 板 ２ ６ は 、 水 平 方 向 一 方 側 の 端 部 ２ ６ Ａ を ヒ ン ジ  
部 分 と し て 傾 動 さ せ る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 他 方 側 の 端 部 ２  
６ Ｂ は 、 側 面 部 ２ ０ に お け る 水 平 方 向 の 中 央 部 に 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ る よ う に な っ て い る  
。 一 例 と し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 側 面 部 ２ ０ に お け る 水 平 方 向 の 中 央 部 に 面 フ ァ ス ナ ３ ６  
が 固 定 さ れ て い る 。 そ し て 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 他 方 側 の 端 部 ２ ６ Ｂ が 面 フ ァ ス ナ ３  
６ に 係 合 す る こ と で 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 他 方 側 の 端 部 ２ ６ Ｂ が 側 面 部 ２ ０ に お け る  
水 平 方 向 の 中 央 部 に 着 脱 可 能 に 係 止 さ れ る 。 ま た 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 他 方 側 の 端 部  
２ ６ Ｂ が 側 面 部 ２ ０ に お け る 水 平 方 向 の 中 央 部 に 係 止 さ れ た 状 態 で は 、 仕 切 り 板 ２ ６ が 収  
容 空 間 ２ ４ の 内 部 に お い て ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ と 側 面 部 ２ ０ と を 接 続  
す る 。 ま た 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 他 方 側 の 端 部 ２ ６ Ｂ が 側 面 部 ２ ０ に お け る 水 平 方 向  
の 中 央 部 に 係 止 さ れ た 状 態 で は 、 仕 切 り 板 ２ ６ が 収 容 空 間 ２ ４ を ２ つ の 収 容 空 間 ２ ４ Ａ 、  
２ ４ Ｂ に 分 け る 。 さ ら に 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 他 方 側 の 端 部 ２ ６ Ｂ が 側 面 部 ２ ０ に お  
け る 水 平 方 向 の 中 央 部 に 係 止 さ れ た 状 態 で は 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 上 縁 ２ ６ Ｃ が 、 側 面 部 ２ ０  
の 上 縁 ２ ０ Ａ よ り も 下 方 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 本 実 施 形 態 の 作 用 並 び に 効 果 ）
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 並 び に 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ で は 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ を  
使 用 し な い 場 合 に 、 側 面 部 ２ ０ を 格 納 位 置 Ａ １ に 配 置 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、  
接 続 面 部 ２ ２ 及 び 仕 切 り 板 ２ ６ が 畳 ま れ た 状 態 で 、 側 面 部 ２ ０ と ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １  
２ の 側 部 １ ２ Ａ と の 間 に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ で は 、 拡 張 式 収 容  
部 １ ４ を 使 用 す る 場 合 、 先 ず 、 チ ャ ッ ク ２ ８ を 開 け る と 共 に 側 面 部 ２ ０ の 水 平 方 向 の 両 端  
部 及 び 下 部 を ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ か ら 離 脱 さ せ て 、 側 面 部 ２ ０ を ク ー  
ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に 対 し て 引 出 方 向 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 側 面 部 ２ ０ を 最 大 展 開 位 置 Ａ ２ ま で 移 動 さ せ た  
状 態 で 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 仕 切 り 板 ２ ６ を  
傾 動 さ せ て 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 他 方 側 の 端 部 ２ ６ Ｂ を 面 フ ァ ス ナ ３ ６ に 係 合 さ せ る  
。 こ れ に よ り 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 水 平 方 向 他 方 側 の 端 部 ２ ６ Ｂ が 側 面 部 ２ ０ に お け る 水 平 方  
向 の 中 央 部 に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 手 順 を 経 る こ と に よ り 、 本 実 施 形 態 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ で は 、 ク ー ラ ー ボ ッ  
ク ス 本 体 １ ２ か ら 取 り 出 し た 物 を 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 収 容 空 間 ２ ４ （ ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ ） に  
収 容 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 形 態 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ で は 、 拡 張  
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式 収 容 部 １ ４ の 収 容 空 間 ２ ４ を 仕 切 り 板 ２ ６ に よ っ て ２ つ の 収 容 空 間 ２ ４ Ａ 、 ２ ４ Ｂ に 分  
け る こ と が で き る 。 ま た 、 仕 切 り 板 ２ ６ が 、 収 容 空 間 ２ ４ の 内 部 に お い て ク ー ラ ー ボ ッ ク  
ス 本 体 １ ２ の 側 部 １ ２ Ａ と 側 面 部 と を 接 続 し て い る こ と に よ り 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 形 状  
を 保 持 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ー ラ ー ボ ッ ク ス  
１ ０ を 台 ３ ８ の 上 に 置 い た 状 態 で 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ を 台 ３ ８ の 側 方 側 に 展 開 さ せ た と し  
て も 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 形 状 を 保 持 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ が  
空 中 に 位 置 し て い る 状 態 に お い て も 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 形 状 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 拡 張 式 収 容 部 １ ４ が 台 ３ ８ の 側 方 側 に 展 開 し た 状 態 で 、 水 滴 が 付 着 し た 物 を 拡 張 式 収 容  
部 １ ４ の 収 容 空 間 ２ ４ に 収 容 し た 場 合 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 底 面 部 ３ ２ に 到 達 し た 水  
滴 を 網 状 部 ２ ２ Ａ を 通 じ て 下 方 側 へ 排 出 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 水 滴 が 底 面 部 ３  
２ に 溜 ま る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。 換 言 す る と 、 本 実 施 形 態 の 拡 張 式 収 容 部 １ ４ で  
は 、 水 滴 が 付 着 し た 物 の 水 切 り を 行 う こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 拡 張 式 収 容 部 １  
４ で は 、 仕 切 り 板 ２ ６ を 畳 ん だ 状 態 で 、 水 滴 が 付 着 し た 物 を 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 収 容 空 間  
２ ４ に 収 容 し て 、 チ ャ ッ ク ２ ８ （ 図 １ 参 照 ） を 閉 め る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 拡 張 式 収  
容 部 １ ４ の 上 部 か ら の 異 物 の 侵 入 を 抑 制 し た 状 態 で 、 水 滴 が 付 着 し た 物 の 水 切 り を 行 う こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 第 ２ 側 面 部 ３ ４ の 大 部 分 が 網 状 部 ２  
２ Ａ と な っ て い る こ と に よ り 、 第 ２ 側 面 部 ３ ４ の 網 状 部 ２ ２ Ａ を 通 じ て 収 容 空 間 ２ ４ の 空  
気 の 入 れ 替 え を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 水 滴 が 付 着 し た 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 内 部  
の 乾 燥 を 促 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 上 縁 ２ ６ Ｃ が 、 側 面 部 ２ ０ の 上 縁 ２ ０ Ａ よ り も 下 方 側 に 位 置 し て  
い る 構 成 と す る こ と に よ り 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 収 容 空 間 ２ ４ 内 に 物 を 収 容 す る 際 に 、 当  
該 物 が 仕 切 り 板 ２ ６ の 上 縁 ２ ６ Ｃ に 接 触 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の ク ー ラ ー ボ ッ ク ス １ ０ で は 、 仕 切 り 板 ２ ６ の 上 縁 ２ ６ Ｃ が 側 面 部 ２  
０ の 上 縁 ２ ０ Ａ よ り も 下 方 側 に 位 置 し て い る 構 成 と し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は  
こ れ に 限 定 さ れ な い 。 仕 切 り 板 ２ ６ の 上 縁 ２ ６ Ｃ の 位 置 を 上 記 の よ う に 設 定 す る か 否 か に  
つ い て は 、 拡 張 式 収 容 部 １ ４ の 使 い 勝 手 等 を 考 慮 し て 適 宜 設 定 す れ ば よ い 。 ま た 、 仕 切 り  
板 ２ ６ を 設 け な い 構 成 を 採 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 底 面 部 ３ ２ 及 び 第 ２ 側 面 部 ３ ４ の 一 部 を 網 状 部 ２ ２ Ａ と し た 例  
に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 底 面 部 ３ ２ 及 び 第 ２ 側 面 部  
３ ４ の 全 体 を 非 網 状 部 ２ ２ Ｂ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上 記 に 限 定 さ れ る も の で な  
く 、 そ の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 上 記 以 外 に も 種 々 変 形 し て 実 施 す る こ と が 可 能  
で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ ０       ク ー ラ ー ボ ッ ク ス
１ ２       ク ー ラ ー ボ ッ ク ス 本 体
１ ４       拡 張 式 収 容 部
２ ０       側 面 部
２ ０ Ａ     側 面 部 の 上 縁
２ ２       接 続 面 部
２ ４       収 容 空 間
２ ６       仕 切 り 板
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２ ６ Ｃ     仕 切 り 板 の 上 縁
３ ２       底 面 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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